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万
葉
集 

 

問
一 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

に
ほ
へ
る
妹 

 

（ 

） 

② 

東
の
野 

（ 

） 

 

③ 

天
地
の 

 
 

（ 

） 

④ 

幸
く
あ
れ
て 

 
 

（ 

） 

問
二 

次
の
語
句
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

時
じ
く 

 

（ 

） 

② 

ま
か
る 

 
 

（ 

） 

 

③ 

こ
こ
ら 

 

（ 
） 

問
三 

次
の
傍
線
部
の
接
続
助
詞
「
ば
」
の
働
き
を
、
例
に
な
ら
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。 

（
例
）
家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を
草
枕
旅
に
し
あ
れ
ば
椎
の
葉
に
盛
る
（
順
接
・
恒
常
条
件
） 

 

① 

紫
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
我
恋
ひ
め
や
も 

 
 

 
 

（ 
 

 

・ 
 

 
 
 

 

） 

 

② 

田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
ま
白
に
そ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
（ 

 
 

・ 
 

 
 
 

 

） 

 

③ 

う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
ひ
ば
り
上
が
り
心
悲
し
も
ひ
と
り
し
思
へ
ば 

（ 
 

 
・ 

 
 
 
 

 

） 

問
四 

次
の
傍
線
部
は
そ
れ
ぞ
れ
下
の
語
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
修
辞
法
を
答
え
な
さ
い
。 

 

① 

あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き 

 

（ 
 
 

 
 
 

） 

 

② 

多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
さ
ら
に 

（ 
 
 

 
 
 

） 

問
五 

次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
と
活
用
形
を
答
え
な
さ
い 

① 

野
守
は
見
ず
や 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

（ 
 
 

 
 
 

 
 

・ 
 
 

 
 

形
） 

② 

我
恋
ひ
め
や
も 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（ 
 
 
 

 
 
 

 

・ 
 
 
 

 

形
） 

③ 

駿
河
な
る
富
士 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

（ 
 
 

 
 
 

 
 

・ 
 
 

 
 

形
） 

④ 

語
り
継
ぎ 

言
ひ
継
ぎ
行
か
む 

富
士
の
高
嶺
は 

 
 
 

（ 
 
 

 
 
 

 
 

・ 
 
 

 
 

形
） 

⑤ 

憶
良
ら
は
今
は
ま
か
ら
む
子
泣
く
ら
む 

 
 
 

 
 
 

 

（ 
 
 

 
 
 

 
 

・ 
 
 

 
 

形
） 

 
 

年 
 
 

組 
 
 

番 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
得 点 

 
 
／30 
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万
葉
集 

☆
解
答
例
と
配
点 

問
一 

①
い
も 
②
ひ
ん
が
し 

③
あ
め
つ
ち 

④
さ
〈
１
点×

４
〉 

問
二 

①
い
つ
も 

②
退
出
す
る 

③
た
い
そ
う 

〈
２
点×

３
〉 

問
三 

①
順
接
・
仮
定
条
件 
②
順
接
・
偶
然
条
件 

③
順
接
・
原
因
理
由
〈
２
点×

３
〉 

問
四 

①
枕
詞 

②
序
詞
〈
２
点×

２
〉 

問
五 

①
打
消
・
終
止
形 

②
意
志
・
未
然
形 
③
存
在
・
連
体
形 

④
意
志
・
終
止
形 

 

⑤
現
在
推
量
・
終
止
形
〈
２
点×

５
〉 

（
計
30
点
） 

  


